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入善産米品質向上対策本部     

                               黒東地域農業技術者協議会 

コシヒカリの適期刈取りについて 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 水管理 

（１）刈取りの５～７日前まで間断かん水を行い、稲体の活力維持と登熟向上に努めまし

ょう。フェーンが予想される場合は、予め湛水しましょう。 
 

２ クサネム(雑草)の抜取り 

（１）クサネムなどの雑草種子は、調製で除去しにくく、製品に混入すると農産物検査で

格落ちの要因となるので、事前に抜取りましょう。  
 

３ コシヒカリの刈取時期 

（１）籾の黄化率８０％で刈取りましょう。 

【刈取適期の目安】  
出 穂 期 刈取適期 
７月３１日 ９月 ５日頃 
８月 ３日 ９月 ８日頃 
８月 ６日 ９月１２日頃 

（２）刈り遅れによる胴割米が発生しないよう、 

  籾の黄化率が90％までに刈り終えましょう。 

   

４ 乾燥・玄米水分 
（１） 胴割米の発生を防ぐため、乾燥速度は毎時０．６％以内 

を基本とし、初期の籾水分が高い場合（２５％以上）や低い場合（２０％未満）は、

二段乾燥の実施や送風温度を下げるなど、特に丁寧な乾燥を行いましょう。 

（２） 青米の混入程度により停止水分を設定しましょう。 

【乾燥機停止水分の目安】 

100粒中の青米粒数 ０～５粒 ６～１０粒 １１粒以上 

乾燥機停止後の水分変化 乾く(‐0.5％) 変わらない もどる(+0.5％) 
 

（３） 玄米水分は１４.５～１５.０％に仕上げましょう。玄米水分が１７％以下になった

ら、手動水分計でこまめに測定し、過乾燥米の発生を防止しましょう。 

 

 

各地区担当営農指導員、ＪＡみな穂営農センター ℡ 74-2440 新川農林振興センター農業普及課 ℡ 52-0094 

 コシヒカリの出穂後の気温は平年よりかなり高く推移し、刈取適期は平年より早

いと見込まれます。 

今年は、出穂後 10日間が多照高温となり急激な栄養供給によって胴割米になり易

い形質になっています。このため、籾の黄化率が 80％から 90％の間に収穫を終える

ように努めましょう。 

稲作管理特報 

秋の農作業安全運動展開中 ８月２０日～１０月２０日 

ワラの詰まりはエンジンを止めて！補助者との合図や確認を心がける！ 

籾黄化率 ８０％ 

円内の２次枝梗
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第５号  
令 和 元 年 ７ 月 １ ２ 日 

 
 
 コシヒカリの生育は、平年よりもやや早く推移しており、幼穂形成期は

７月１１日頃と見込まれます。 

ほ場ごとに生育が異なるため、穂肥は、草丈・葉色・幼穂長を確認して的

確に施用しましょう。 

１．コシヒカリの穂肥・・・・１回目は慎重に！ ２回目は確実に！ 
【幼穂形成期の生育量の目安】   

幼穂２ミリ確認時（７月１１日頃） 

草 丈 茎 数 葉 色 

７２ｃｍ ４７０本/㎡ ３．８ 

【分施体系（基肥２０６号）の場合】 
○１回目の穂肥は、必ずほ場ごとに幼穂長・草丈・葉色を確認して施用しましょう。 
○２回目の穂肥は、粒の肥大を良くし、米の品質低下を防ぐ 

効果がありますので、確実に施用しましょう。 
  ＜穂肥施用時の生育量の目安＞ 

（幼穂形成期：７月１１日頃 出穂期：８月２日頃） 

穂     肥 第１回目 第２回目 

草     丈 ８２ｃｍ － 

施
用
時 

幼穂長 １．５ｃｍ １３ｃｍ程度 

葉 色 ３．６ ４．０ 

施 肥 時 期 ７月１８日～１９日頃 1回目の７日後 

肥 料 名 追肥３号 

施  肥  量 １０kg/10a １２kg/10a 

※１回目穂肥時の葉色が「３．８～４．０」のほ場では、施用時期を２～３日遅くするか、 

施肥量を７割程度に減らす。 

※「４．０」より濃いほ場では、１回目は施用しない。 

【基肥一発肥料の場合】 
 
 
 
 

 
  

２．これからの水管理・・・・高温でも夏バテしない水管理！ 

①出穂期まで ：飽水管理を徹底し、稲の活力維持に努めましょう。 

   ※飽水管理：落水期間を短くし、足跡に水が残る程度のヒタヒタ状態を保つ。 

ただし、４日以上、水が滞っていたら落水する。 

②出穂後 ：田面が出ない程度に水を張り、２０日間の湛水管理を行いましょう。 

・水をためっぱなしにせず、定期的に水の入替えを行う。 

ただし、かけ流しは絶対にダメ。 

（例）５日に一回程度入替え・・・地域の用水事情に応じて実施する 

③湛水管理終了後～刈取り７日前まで ：間断かん水で、活力維持に努めましょう。 

  

○今後の水管理 

 

 

 
 

※フェーンが予想される場合は、早めに入水する。 

※入水する場合は水尻を止めて、かけ流しは絶対に行わない。 
 
３．雑草地のカメムシ対策・・・出穂前に住みかとなる雑草地をなくそう！ 
（１）一斉草刈り後は、雑草の穂が出ないように管理しましょう。 
（２）大麦跡等の雑草やエン麦のすき込みは、早急に行いましょう。 

 
４．病害虫防除・・・・一斉防除で効果を高めましょう！ 

【コシヒカリの一斉防除予定 ※生育に合わせて、後日、防除特報を発行します】 
防 除 月 日 農 薬 名 散布量 

〔１回目〕７月２９日～７月３１日頃 

（出穂直前） 

ブラシントレバリダ粉剤ＤＬ 

（いもち病、紋枯病、ウンカ類、 

カメムシ類、ニカメイチュウ） 

４kg/10a 

〔２回目〕８月５日～８月７日頃 

（穂揃期） 

ラブサイドキラップ粉剤ＤＬ 

（いもち病、ウンカ類、カメムシ類） 
４kg/10a 

 

【コシヒカリの生育状況 （みな穂管内）】 

 田植日 

7月2日 7月9日 
幼穂 

形成期 
草丈 

㎝ 

茎数 
葉齢 葉色 

草丈 

㎝ 

茎数 
葉齢 葉色 

本/株 本/㎡ 本/株 本/㎡ 

R01 5/10 55.6 27.3 554.2 11.3 4.2 69.0 24.6 500.4 12.1 4.2 7/11 

H30 5/12 56.0 24.0 496.8 10.9 4.2 68.2 22.9 475.1 11.7 4.2 7/12 

平年 5/12 57.0 24.4 475.6 10.9 4.2 66.4 23.0 447.4 11.7 4.1 7/13 

1.5 

cm 

●穂揃期の葉色が淡いと、登熟期が高温になった場合、収量や品質が低下する

恐れがあります。 

●出穂１０日前（７月２３日頃）に、葉色が４．０（洪積土３．８）未満の 

場合は、追肥３号で５～７kg/10a施用しましょう。 
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１回目穂肥施用時

の幼穂 

入善産米品質向上対策本部  

黒東地域農業技術者協議会  

各地区担当営農指導員、JAみな穂営農センター℡ 74-2440   新川農林振興センター 農業普及課 ℡ 52-0094 ◎ みらーれＴＶで、農業情報番組「あぐりアイ新川」放送中！（13:55、23:55） 
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